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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第45期

第３四半期連結
累計期間

第46期
第３四半期連結
累計期間

第45期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 3,754,3533,838,6355,494,208

経常利益（千円） 36,048 23,575 163,668

四半期（当期）純利益（千円） 11,161 2,499 80,510

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
10,938 △12,182 81,539

純資産額（千円） 3,391,8983,394,1723,462,499

総資産額（千円） 4,442,8734,515,9464,681,378

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
3.05 0.68 21.99

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 75.6 74.9 73.3

　

回次
第45期

第３四半期連結
会計期間

第46期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
6.34 1.54

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　４．第45期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

    当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

    当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災とその後の電力供給の制約などにより、国内生

産への影響が出たことに加え、米国景気の減速、欧州の金融不安による急激な円高により低迷は継続しており、雇

用や個人所得が依然として厳しいなど、今後の景気回復の先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループの属する情報サービス分野においても、企業のＩＴ投資は徐々に増加の傾向が見られますが、東

日本大震災とタイの洪水被害に伴う投資対象の選別の影響を受け依然として厳しい状況のまま推移いたしまし

た。

　このような状況の下、当社グループでは前期に引き続き、主要顧客との信頼関係に基づく案件受注、営業力の強

化、固定費の削減、外注費その他諸経費の圧縮等を行ってまいりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は3,838,635千円(前年同期比2.2％増）、営業利益は

14,510千円（同10.2％増）、経常利益は23,575千円（同34.6％減）、四半期純利益は2,499千円（同77.6％減）と

なりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①　情報処理サービス事業

　情報処理サービス事業につきましては、新規案件の受注確保に全力を尽くしてまいりましたが、継続案件の縮小

もあり当面の業務量が不足し厳しい状況となりました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は1,053,198千円（前年同期比8.5％減）、営業損失は

△53,202千円（前年同期は△30,208千円の営業損失）となりました。

②　システム開発事業

　システム開発事業につきましては、主要顧客からの受注案件が徐々に増加し、技術者の待機状態が解消してまい

りました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は2,367,647千円（前年同期比8.8％増）、営業損失

△2,802千円（前年同期は△26,357千円の営業損失）となりました。

③　アッセンブリー事業

　アッセンブリー事業につきましては、主要顧客からの受注が徐々に回復し順調に推移いたしました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は417,788千円(前年同期比2.3％減）、営業利益70,515千

円（同1.1％増）となりました。

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,760,000

計 15,760,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発
行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,940,000 3,940,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 3,940,000 3,940,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日　
－ 3,940 － 333,906 － 293,182

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     278,300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   3,661,300 36,613 －

単元未満株式 普通株式     　  400 － －

発行済株式総数         3,940,000 － －

総株主の議決権 － 36,613 －

   (注）「単元未満株式」の「普通株式」には当社所有の自己株式61株が含まれております。　

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

システムズ・デザイン㈱
東京都杉並区和泉一

丁目22番19号
278,300  － 278,300 7.06

計 － 278,300  － 278,300 7.06

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,309,896 2,400,309

受取手形及び売掛金 1,104,494 696,893

商品及び製品 11,010 13,386

仕掛品 82,999 228,471

原材料及び貯蔵品 8,050 22,373

その他 102,466 137,605

貸倒引当金 △408 △249

流動資産合計 3,618,509 3,498,790

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 328,953 340,100

減価償却累計額 △192,064 △194,762

建物及び構築物（純額） 136,889 145,338

機械装置及び運搬具 98,829 21,522

減価償却累計額 △93,952 △19,749

機械装置及び運搬具（純額） 4,876 1,772

土地 112,278 112,278

その他 182,252 177,962

減価償却累計額 △146,511 △145,590

その他（純額） 35,741 32,371

有形固定資産合計 289,786 291,760

無形固定資産

のれん 143,728 122,176

ソフトウエア 52,307 46,145

その他 10,645 10,470

無形固定資産合計 206,681 178,792

投資その他の資産

投資有価証券 64,306 32,891

長期貸付金 5,406 4,075

繰延税金資産 171,864 175,523

その他 324,823 334,111

投資その他の資産合計 566,401 546,601

固定資産合計 1,062,869 1,017,155

資産合計 4,681,378 4,515,946
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 40,705 34,644

未払金 289,551 264,087

未払法人税等 48,745 －

賞与引当金 148,081 36,521

役員賞与引当金 7,163 6,605

訴訟損失引当金 － 10,000

その他 87,379 146,602

流動負債合計 621,627 498,460

固定負債

退職給付引当金 527,166 547,095

役員退職慰労引当金 70,085 76,217

固定負債合計 597,252 623,312

負債合計 1,218,879 1,121,773

純資産の部

株主資本

資本金 333,906 333,906

資本剰余金 293,182 293,182

利益剰余金 2,872,664 2,838,547

自己株式 △85,218 △85,218

株主資本合計 3,414,535 3,380,418

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,617 1,016

その他の包括利益累計額合計 15,617 1,016

少数株主持分 32,346 12,737

純資産合計 3,462,499 3,394,172

負債純資産合計 4,681,378 4,515,946
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 3,754,353 3,838,635

売上原価 3,079,672 3,136,548

売上総利益 674,681 702,086

販売費及び一般管理費 661,510 687,576

営業利益 13,170 14,510

営業外収益

受取利息 621 603

受取配当金 1,043 1,216

不動産賃貸料 720 720

投資事業組合運用益 1,199 －

助成金収入 17,116 4,057

雑収入 2,418 2,657

営業外収益合計 23,118 9,255

営業外費用

不動産賃貸原価 240 183

投資事業組合運用損 － 6

営業外費用合計 240 189

経常利益 36,048 23,575

特別利益

投資有価証券売却益 － 8,379

特別利益合計 － 8,379

特別損失

固定資産除却損 1,605 3,642

投資有価証券評価損 446 1,485

投資有価証券売却損 － 2,539

事務所移転費用 867 720

訴訟損失引当金繰入額 － 10,000

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 7,612 －

特別損失合計 10,532 18,387

税金等調整前四半期純利益 25,516 13,567

法人税等 14,594 11,148

少数株主損益調整前四半期純利益 10,921 2,418

少数株主損失（△） △239 △80

四半期純利益 11,161 2,499
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 10,921 2,418

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16 △14,601

その他の包括利益合計 16 △14,601

四半期包括利益 10,938 △12,182

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 11,178 △12,101

少数株主に係る四半期包括利益 △239 △80
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（訴訟損失引当金）

　訴訟に対する損失に備えるため、これまでの経過等の状況に基づき、将来発生する可能性のある損失見込額を合理的に

見積り計上しております。

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 40,087千円 42,583千円

のれんの償却額 21,601 21,551

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当に関する事項

 配当金支払額

（決議）
　

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 29,293 8.0 平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当に関する事項

 配当金支払額

（決議）
　

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 36,616 10.0 平成23年３月31日 平成23年６月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 　報告セグメント
　調整額

四半期連結
損益計算書
計上額

 
情報処理
サービス

システム開
発

アッセンブ
リー

合計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客に対す

る売上高
1,150,8422,175,894427,6173,754,353 － 3,754,353

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － －

計 1,150,8422,175,894427,6173,754,353 － 3,754,353

セグメント利益又

は損失（△）
△30,208△26,357 69,736 13,170 － 13,170

　　　　（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 　報告セグメント
　調整額

四半期連結
損益計算書
計上額

 
情報処理
サービス

システム開
発

アッセンブ
リー

合計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客に対す

る売上高
1,053,1982,367,647417,7883,838,635 － 3,838,635

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － － － －

計 1,053,1982,367,647417,7883,838,635 － 3,838,635

セグメント利益又

は損失（△）
△53,202△2,802 70,515 14,510 － 14,510

　　　　（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　

EDINET提出書類

システムズ・デザイン株式会社(E05469)

四半期報告書

13/17



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり当期純利益金額 3円05銭 68銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 11,161 2,499

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 11,161 2,499

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,661 3,661

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月14日

システムズ・デザイン株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 富永　貴雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 植草　寛　　　印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシステムズ・デザ
イン株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月
１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る
四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、システムズ・デザイン株式会社及び連結子会社の平成23年12月31日現在
の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上
　
　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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